
文京学院大学総合研究所規程 
 
（趣 旨） 
第 １ 条 学則第５５条第２項に基づき、研究科、学部、学科および専攻に関する学問の研究、

本学専任教員の学術に関する研究ならびに本学の教育を支援することを目的として、文

京学院大学総合研究所を設置する。 
（部 門） 
第 ２ 条 研究所は、前条の目的を達成するために、次の部門を設ける。 

（１）本学の大学、大学院の各学問領域にわたる理論的および実践的研究に関する部門（以

下「学際的部門」という。） 
（２）経営学に関する理論的および実践的研究に関する部門（以下「経営学部門」という。） 
（３）人間学に関する理論的および実践的研究に関する部門（以下「人間学部門」という。） 
（４）外国語学に関する理論的および実践的研究に関する部門（以下「外国語学部門」と

いう。） 
（５）保健医療技術学に関する理論的および実践的研究に関する部門（以下「保健医療技

術部門」という。） 
（活 動） 
第 ３ 条 研究所は、部門ごとに、次の各号に掲げる活動を行う。 

 （１）各部門の理論的および実践的研究に関すること。 
 （２）教育・研究業績の発表および刊行に関すること。 
 （３）資料の収集、整理および保存に関すること。 
 （４）教育支援、教育環境整備および地域啓蒙活動（研究所公開講座、相談および治療を

含む）に関すること。 
     （５）その他目的実現に必要な事項に関すること。 

 （６）前各号の範囲で、部門ごとに内規を設けて、活動を推進することができる。 
（所 在） 
第 ４ 条 総合研究所は、主たる所在を本郷キャンパス内に置くものとする。 
（組 織） 
第 ５ 条 研究所に所長１名を置く。また、副所長４名およびそれぞれの部門に研究員を置くこ 

とができる。 
２ 各部門のなかで、研究テーマごとに主任研究員１名および客員研究員若干名を置くこ 

とができる。 
（所 長） 
第 ６ 条 所長は、研究所を代表し、その活動を統括する。 

２ 所長は、それぞれの大学院研究科委員長ならびに学部長が推薦する候補者の中から、

学長が適任と思われる者を選び、これを任命する。 
３ 所長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（副所長） 
第 ７ 条 副所長は、所長を補佐し、担当する部門の諸事項を管掌する。 

２ 副所長は、各学部の学部長が務めるものとする。 
（主任研究員） 



第 ８ 条 主任研究員は、研究所の活動を分担して所管し、その遂行に責任をもって当たる。 
２ 主任研究員は、各研究テーマに１名を、運営委員会が推薦し、所長がこれを任命する。 
３ 主任研究員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（研 究 員） 
第 ９ 条 研究員は、原則として本学専任教員をもって構成する。 

２ 研究員は、研究所の計画に基づき、研究、調査、教育、その他研究所の活動に関連す

る業務に従事する。 
（客員研究員） 
第１０条 客員研究員（「運営委員会」の議を経て、各部門の研究テーマごとに指導員、調査員、

研究所講師等の呼称を与えることがある。）は、研究所から付託された特定事項の研究、

調査、教育、その他研究所の活動に関連する業務に従事する。 
２ 客員研究員は、本学院が設置する他の学校の専任教職員および本学非常勤教員または

外部の研究・教育機関、企業・団体または個人の中から、研究所が特に必要と認めた人

材を運営委員会が推薦し、所長がこれを任命する。 
３ 客員研究員の任期は１年（年度の途中で任命する場合は、当該年度の３月３１日ま

で。）とする。ただし、再任を妨げない。 
（運営委員会） 
第１１条 研究所に運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（運営委員） 
第１２条 運営委員会は、大学院各研究科委員長、各学部長、研究所長をもって組織する。 
（審議事項） 
第１３条 委員会は、次の事項を審議する。 

（１）研究所の基本方針に関する事項 
（２）主任研究員および客員研究員の推薦に関する事項および客員研究員の職務に関する

事項 
（３）活動の計画および研究所の運営に関する重要な事項 
（４）その他研究所が必要と認める事項 
２ 委員会は、研究所長がこれを招集し、その議長となる。 
３ 委員会は、委員の２分の１以上の出席をもって成立する。 
４ 委員会の議決は、出席者の過半数の賛成による。 
５ 委員会は必要に応じて、主任研究員、客員研究員その他必要と認める者を委員会に出

席させ発言を求めることができる。 
（学術振興委員会） 
第１４条 文京学院大学教員の学術を振興するため、学術振興委員会（以下「振興委員会」とい

う）を設置する。 
２ 振興委員会は、研究助成基本規程第４条の定めに基づき、研究助成制度の運営業務に

ついても併せて担当する。 
３ 振興委員会は、理事会の委任に基づく研究助成制度の審議、推進その他の運営につい

ては、理事会の定める各助成規程に従い、制度の種類全体の体系と、各関連諸制度の趣

旨、相互補完関係を配慮して、公正に運営するものとする。 
（振興委員会の組織） 



第１５条 振興委員会は、次の者をもって組織する。 
 （１）総合研究所運営委員会の運営委員。 
 （２）各研究科専攻主任および各学部の教務委員長 
２ 振興委員会の委員長は、総合研究所長がこれにあたる。 

（振興委員会の任務） 
第１６条 振興委員会は、次の事項について審議し、推進することを任務とする。 
（学内学術研究の推進） 

(1) 共同研究助成制度の運営、共同研究申請の審査、共同研究費配分の査定、各研究の成

果の評価と研究成果報告会の開催 

(2) 研究所の企画による共同研究の設定等 

(3) 在外研究員助成制度の運営 

(4) 特別研究者助成制度の運営 

(5) 出版助成制度の運営 

(6) 国内研究者助成制度の運営 

（学外学術研究への参加推進） 

(7) 文部科学省「科研費」への応募推進 

(8) 学外研究機関等の研究への参加推進 

(9) 他大学との学術交流・共同研究への参加推進 

（対外学術活動の後援） 

(10) 学会発表等の推進 

(11) 学会主催その他学会活動等の後援 

(12) 学内外講師による公開学術講演会の立案・開催 

(13) 文京学院大学研究図書シリーズ等の企画・出版 

（その他） 
(14) その他学術振興に関わる諸事項 

２ 本条第１項第１号のうち、研究助成制度の運営については、別に定める各規程による

ものとする。 
３ 研究報告会で発表された共同研究論文は、「文京学院大学総合研究所紀要」に掲載し、

公表するものとする。 
（振興委員会の運営） 
第１７条 委員長は、振興委員会を招集し、その議長となる。 

２ 振興委員会は、処理案件の発生または、振興委員会委員からの発議により開催する。 
３ 振興委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 
４ 議事は、委員の合意を原則とし、合意が成立しない場合は、学長がこれを決するもの

とする。 
５ 振興委員会は、必要に応じ、委員以外の者を出席させて意見を聞くことができる。 
６ 振興委員会は、学外の関係諸団体または個人より、本学の個人または共同で行われる

特定の研究に対して研究助成の申し出があった場合には、これを審議し受入が認められ

たときは、学長の承認を得るものとする。 
（庶 務） 
第１８条 委員会に関する事務は、総合研究所事務担当が行う。 



（改 正） 
第１９条 本規程の改正は、大学院各研究科委員会および各学部教授会の議を経て理事会が決定

するものとする。 
 

附   則 
１ この規程は、平成９年４月１日から施行する。 
２ 平成９年度予算の策定については、この規程にかかわらず４月以降に行う。 
３ 従前の共同研究助成規程は、本研究所に移管する。 
４ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 
５ この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 
６ この規程は、平成１４年４月１日から施行する。 
７ この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 
８ この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 
９ この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 
10 この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

11 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

12 この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

13 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 
 


